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「
世
説
』
 
（
劉
宋
の
劉
義
慶
く
四
〇
二
一
四
四
四
V
撰
、
梁
の
劉
立
標
く
四

六
二
一
五
暁
＝
V
注
）
が
は
や
く
か
ら
わ
が
平
安
朝
に
将
来
さ
れ
、
広
く
読
ま

れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

 
'
例
え
ば
、
ま
ず
、
空
海
（
七
七
四
-
八
三
五
）
の
『
性
霊
集
』
巻
四
の
上
奏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

文
に
、
「
受
座
の
「
世
説
』
の
屏
風
、
書
し
了
り
て
献
ず
る
の
表
。
一
首
」
が

あ
り
、
そ
の
中
に
、
 
「
世
説
」
と
い
う
書
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
上
奏
文

ほ
、
空
海
が
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
十
月
四
日
に
書
い
た
も
の
と
さ
れ
一
そ
の

内
容
は
、
『
世
説
』
の
文
章
を
二
帖
の
屏
風
に
書
き
、
そ
れ
を
献
上
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
平
安
朝
前
期
に
は
、
「
世
説
」
は
す

で
に
わ
が
国
に
将
来
さ
れ
て
い
て
、
空
海
が
直
接
に
そ
れ
を
目
に
し
た
こ
と
、

朝
廷
が
勅
命
に
よ
っ
て
そ
の
文
章
を
二
帖
の
屏
風
に
書
か
せ
た
ほ
ど
、
そ
れ
ほ

ど
『
世
説
』
が
公
的
に
も
広
く
知
れ
わ
た
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
な

ど
が
知
れ
る
。

'
次
に
、
藤
原
佐
世
（
？
1
八
九
八
）
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
〈
小
説

家
〉
に
、
「
世
説
十
、
．
宋
臨
川
王
・
劉
義
慶
撰
、
劉
孝
標
注
」
と
あ
り
、
平
安

朝
前
期
に
将
来
さ
れ
て
い
た
「
世
説
」
の
テ
キ
ス
ト
が
、
有
注
の
十
巻
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
世
説
』
．
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
も
と
も
と
無

注
の
八
巻
本
と
有
畜
の
十
巻
本
と
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
 
『
青
書
』
〈
経
籍
志
・

三
三
・
小
説
家
〉
に
は
、
「
世
説
八
巻
、
宋
・
臨
川
王
・
劉
義
慶
撰
。
世
説
十

巻
、
劉
孝
標
注
」
と
あ
り
、
『
旧
群
書
』
〈
経
籍
志
・
下
・
小
説
家
V
に
も
、

「
世
説
八
巻
、
劉
義
慶
撰
。
続
世
説
十
巻
、
温
良
標
撰
」
と
あ
る
ゆ
つ
ま
り
、

劉
宋
の
異
義
慶
の
原
撰
の
『
世
説
』
は
、
は
じ
め
は
八
巻
本
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
後
の
梁
の
劉
峻
（
字
は
孝
標
）
に
よ
っ
て
注
を
施
さ
れ
て
十
巻
本
と
な

り
、
そ
の
有
珍
本
の
方
も
同
じ
よ
う
に
「
世
説
』
と
呼
ば
れ
、
ま
た
『
続
世
説

』
と
も
称
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
わ
が
平
安

朝
前
期
に
将
来
さ
れ
て
い
た
の
は
、
後
者
の
有
髪
の
十
巻
本
で
あ
っ
た
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
。

 
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
、
 
「
世
説
新
書
』
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
も
、
わ
が
平

安
朝
前
期
に
は
将
来
さ
れ
て
い
た
て
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
菅
原
道
真

（
八
四
五
-
九
〇
三
）
の
『
菅
家
文
草
』
三
二
に
、
「
相
府
、
（
太
政
大
臣
・
藤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

原
基
経
）
の
文
亭
に
て
、
始
め
て
「
世
説
新
書
』
を
読
む
。
助
か
春
酒
を
命
じ

て
、
同
じ
く
く
雨
の
杏
壇
の
花
を
洗
ふ
V
を
賦
す
。
教
に
応
ず
る
一
首
」
と
題
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ノ

・
す
る
ゼ
律
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
を
見
る
と
、
彼
は
、
仁
和
元
年
（

八
八
五
）
に
、
太
政
大
臣
・
藤
原
基
経
の
書
斎
に
お
い
て
は
じ
め
て
『
世
説
新

書
」
を
直
接
に
目
に
し
た
ら
し
い
。
『
世
説
新
書
』
は
、
多
く
は
、
上
・
中
・

下
の
三
巻
本
で
、
三
十
六
篇
の
篇
目
を
も
っ
た
有
注
の
テ
キ
ス
ト
〈
南
宋
の
圧

藻
（
一
〇
七
九
一
一
一
五
四
）
の
『
世
説
叙
録
」
V
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ

は
、
中
国
に
お
い
て
は
、
有
注
の
十
巻
本
『
世
説
」
が
出
て
間
も
な
い
南
朝
の

梁
・
陳
の
頃
（
六
世
紀
）
に
、
は
や
く
も
出
現
し
た
く
八
木
沢
元
『
世
説
新
語

』
解
題
V
と
さ
れ
る
。
そ
の
『
世
説
新
書
」
も
、
九
世
紀
の
後
半
に
は
、
わ
が

平
安
朝
に
将
来
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
。

 
第
四
に
、
『
世
説
一
巻
私
記
」
と
い
う
『
世
説
」
の
注
釈
書
が
、
わ
が
平
安

朝
前
期
に
は
す
で
に
作
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ

は
、
『
水
影
紗
』
 
〈
『
江
談
抄
」
）
に
、
「
（
前
略
）
『
世
説
一
巻
私
記
』
な
る

者
は
、
・
昌
昌
（
紀
長
谷
雄
）
・
善
家
（
三
善
清
行
）
の
、
相
共
に
累
代
の
難
義

を
釈
（
と
）
か
る
る
の
書
な
り
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
記

事
を
見
る
と
、
『
世
説
一
巻
私
記
』
の
作
者
は
、
紀
長
谷
雄
（
八
五
一
1
九
マ

ニ
）
と
三
善
清
行
（
八
四
七
i
九
一
八
）
の
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
内
容
的
に

は
、
そ
れ
は
、
『
世
説
」
に
つ
い
て
の
代
々
の
難
平
と
さ
れ
た
箇
所
を
解
釈
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う

な
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
『
水
亭
紗
」
の
記
事
に
、
「
『
文
選
」
の
言
ふ
所
の
、
「
爵

 
（
じ
ゃ
こ
う
じ
か
）
は
柏
を
食
ひ
て
馨
（
か
を
）
る
」
を
、
至
善
は
以
て
難
義

と
為
す
。
搾
る
に
件
の
書
（
『
世
説
一
巻
私
記
」
を
さ
す
）
は
『
集
注
本
草
」

 
（
梁
の
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
経
集
注
』
七
巻
を
さ
す
か
）
の
文
を
引
き
て
、

件
の
事
を
明
ら
か
に
す
。
之
を
以
て
之
を
謂
へ
ば
、
両
家
（
紀
長
谷
雄
と
三
善

清
行
）
の
博
覧
な
る
こ
と
、
殆
ど
李
善
に
勝
る
か
。
（
後
略
）
」
な
ど
と
あ
り
、

部
分
的
に
ば
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
、
 
『
世
説
」
の
本
文
だ
け
で

は
な
く
、
原
注
に
つ
い
て
も
広
く
読
み
、
そ
の
昼
鳶
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
．

た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
平
安
朝
前
期
に
は
、
す
で
に
『
世
説
』
．
の
注

釈
書
も
作
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
以
上
の
よ
う
に
、
『
世
説
」
は
、
、
は
や
く
か
ら
わ
が
平
安
朝
に
将
来
さ
れ
、

広
く
読
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。

 
恐
ら
く
、
『
世
説
」
は
、
平
安
朝
を
通
じ
て
、
そ
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
原

注
を
も
含
め
て
、
広
く
読
み
続
け
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
」
例
え
ば
、

さ
き
に
あ
げ
た
『
水
垣
紗
」
の
記
事
を
見
た
だ
け
で
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

 
 
『
水
言
紗
」
 
（
『
江
談
抄
」
）
は
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
-
一
一
一
一
）

の
談
話
を
藤
原
実
兼
が
筆
記
し
た
も
の
で
、
長
治
・
嘉
承
年
間
（
＝
〇
四
一

 
一
一
σ
八
）
の
成
立
と
さ
れ
る
く
『
群
書
解
題
」
雑
部
e
V
。
そ
う
す
る
と
、

、
平
安
朝
後
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
文
中
の
、
「
（
前
略
）
而
し
て
件
の

書
（
『
世
説
一
巻
私
記
」
を
さ
す
）
中
に
、
〈
太
傳
越
V
と
号
す
る
の
処
有

り
。
区
々
末
学
な
り
と
錐
も
、
明
ら
か
に
見
得
す
る
所
な
り
。
答
へ
ら
れ
て
去

ふ
、
〈
声
に
応
じ
て
之
に
対
へ
ん
。
連
れ
東
海
王
・
越
（
司
馬
越
）
な
る
か
V

ど
。
僕
答
へ
て
云
ふ
、
〈
然
る
な
り
V
と
。
情
（
つ
ら
）
つ
ら
此
の
事
を
案
ず

る
に
、
神
速
の
至
り
と
謂
ふ
可
し
。
 
（
後
略
）
」
と
い
う
部
分
を
見
れ
ば
、
そ

の
当
時
、
 
『
世
説
」
が
い
か
に
読
ま
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に
思
う
。

（12）



 
当
時
、
藤
原
実
演
な
ど
は
、
 
「
世
説
一
巻
私
記
」
な
ど
の
注
釈
書
を
参
考
に

し
て
『
世
説
」
を
読
ん
で
い
た
ら
し
い
。
そ
の
中
に
、
「
太
吉
平
」
と
い
う
語

句
が
み
り
（
宋
本
「
世
説
新
語
」
賞
誉
篇
3
4
の
原
注
墨
引
の
『
趙
呉
郡
行
状
」

中
の
も
の
を
指
す
か
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
」
e
を
参

照
の
こ
と
く
『
並
木
の
里
』
2
1
号
所
収
V
）
、
そ
の
解
釈
が
間
違
っ
て
い
た

か
、
あ
る
い
は
未
詳
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
見
て
、
実
兼
は
、

 
「
浅
学
菲
才
な
自
分
で
も
容
易
に
わ
か
る
よ
う
な
箇
所
な
の
に
、
…
…
」
と
言

．
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
『
世
説
」
に
対
す
る
読
み
の
自
信
が
、
彼
を
し
て
こ

の
よ
う
に
言
わ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
匡
房
は
、
「
そ
れ
は
東
海
王
・

司
馬
越
の
こ
之
で
あ
る
」
と
即
座
に
正
解
を
だ
し
て
、
実
兼
に
、
「
ま
る
で
神

わ
ざ
の
よ
う
だ
」
と
絶
賛
の
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
匡
房
も
ま
た

 
『
世
説
」
を
よ
く
読
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

 
ど
に
か
く
、
こ
の
『
水
言
紗
」
の
記
事
を
見
た
だ
け
で
も
、
平
軍
営
後
期
、

 
『
世
説
」
は
、
そ
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
原
注
を
も
含
め
て
、
広
く
読
み
続
け

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
れ
る
が
、
も
う
一
つ
、
．
そ
の
具
体
例
を
次
に
あ

げ
て
み
よ
う
。

 
○
（
寛
治
六
年
十
一
月
）
九
日
、
戊
子
、
晴
。
…
…
（
藤
原
）
友
実
の
許

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
よ
り
v
「
世
説
』
第
三
を
召
し
取
る
。
披
見
す
る
の
処
、
点
本
は
常
の
如

 
し
。
即
ち
返
し
給
ひ
畢
（
を
）
は
ん
ぬ
。
寅
の
剋
・
払
暁
の
夢
想
に
云
ふ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
リ
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
「
不
明
不
覚
な
り
、
云
々
」
と
。
『
世
説
」
第
三
に
云
ふ
「
鼠
穴
に
車
に
乗

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

 
り
て
入
る
（
鼠
穴
乗
・
車
入
）
」
と
。
子
細
は
引
見
す
可
し
。
「
神
農
書
』

 
に
云
ふ
、
「
湯
池
な
り
、
云
々
」
と
く
「
後
二
条
師
通
解
』
〉
。

 
右
の
一
文
中
に
、
「
『
世
説
・
」
第
三
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、

 
「
後
二
条
師
旧
記
』
 
（
藤
原
師
通
く
一
〇
六
三
ー
一
〇
九
九
V
の
日
記
）
の
寛

平
安
朝
文
学
と
 
「
世
説
』

治
六
年
（
一
〇
九
二
）
十
一
月
九
日
の
記
事
で
あ
る
が
、
師
通
が
藤
原
友
実
．
（

の
ち
に
師
通
旨
く
太
政
大
臣
・
藤
原
信
長
女
V
家
司
）
の
も
と
か
ら
「
『
世

説
」
第
三
」
を
と
り
寄
せ
て
、
そ
れ
を
見
た
と
言
う
内
容
で
あ
る
。
ど
う
も
、

師
通
は
、
「
夢
想
」
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
た
か
っ
た
ら
し
い
。

 
文
中
に
、
「
寅
の
剋
・
払
暁
の
夢
想
」
と
あ
る
が
、
．
こ
れ
は
、
恐
ら
ぺ
、
四

日
前
の
同
年
十
一
月
五
日
の
記
事
中
に
見
え
る
「
寅
剋
、
夢
想
」
を
指
す
に
違

い
な
い
。
そ
の
五
日
は
、
春
日
祭
の
当
日
で
あ
っ
た
が
、
内
裏
の
臓
れ
に
よ
っ

て
そ
れ
が
順
延
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
日
の
寅
の
刻
、
師
通
（

当
時
三
十
一
歳
）
は
「
夢
想
」
を
み
て
し
ま
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
日
の
う

ち
に
、
安
倍
泰
長
や
賀
茂
唐
言
に
古
わ
せ
て
み
た
が
、
よ
く
わ
か
ら
ず
（
両
者

の
意
見
が
く
い
違
っ
て
い
た
）
、
納
得
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
、
彼

は
、
四
日
後
の
十
一
月
九
日
に
な
っ
て
、
「
『
世
説
』
第
三
」
に
「
夢
想
」
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
だ
し
て
、
そ
れ
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
ら

し
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！

 
○
衛
琉
は
総
角
の
時
（
子
供
の
こ
ろ
）
、
楽
照
（
楽
広
）
に
夢
を
問
ふ
。
楽

 
云
ふ
、
「
是
れ
想
な
り
」
と
。
衛
曰
く
、
「
四
神
の
接
せ
ざ
る
所
に
し
て
夢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
む
。
豊
に
入
れ
想
な
ら
ん
や
」
と
。
楽
云
ふ
、
「
因
な
り
。
未
だ
嘗
て
車
に
乗

 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
 
 
む
 
ロ
む
 
 
 
 
む
 
む

 
り
て
鼠
穴
に
入
り
（
乗
レ
車
入
二
鼠
穴
「
）
、
整
（
せ
い
・
あ
え
物
）
を
濤
（
っ

 
）
き
て
鉄
杵
（
鉄
の
き
ね
）
を
轍
（
く
ち
）
ふ
を
夢
み
ぜ
る
は
園
黒
印
無
く

 
因
無
き
の
故
な
り
」
と
。
衛
は
因
を
思
ひ
て
日
を
経
る
も
得
ず
へ
遂
に
病
を

 
成
す
。
楽
は
聞
き
、
故
（
こ
と
さ
ら
）
に
駕
を
命
じ
て
為
に
之
を
剖
析
す
。

 
衛
は
即
ち
小
（
や
や
）
差
（
い
）
ゆ
。
楽
は
歎
じ
て
曰
く
、
「
此
の
児
の
胸

中
、
当
（
ま
さ
）
に
必
ず
や
膏
盲
の
疾
無
か
呼
べ
し
」
と
く
「
世
説
新
語
』

文
学
篇
1
4
＞
。

（13）



 
衛
琉
が
子
供
の
頃
、
夢
に
つ
い
て
楽
観
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
楽
劇

が
、
 
「
そ
れ
は
想
（
め
ざ
め
て
い
る
時
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
夢
み
る
こ
と
。

原
注
に
は
思
夢
と
い
う
、
と
あ
る
）
で
あ
る
」
と
答
え
る
と
、
便
意
は
、
「
身

に
も
心
に
も
覚
え
の
な
い
こ
と
を
夢
に
み
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
想
な

の
で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
楽
令
は
、
「
そ
れ
で
は
因
（
何
の
感

動
も
な
く
平
安
で
あ
り
な
が
ら
夢
を
み
る
こ
と
。
原
注
に
は
正
夢
と
い
う
、
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
り
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

あ
る
）
で
あ
ろ
う
。
未
だ
か
つ
て
、
車
に
乗
っ
た
ま
ま
鼠
の
穴
に
入
っ
た
り
、

あ
え
物
を
つ
い
て
、
鉄
の
き
ね
の
方
を
食
べ
て
し
ま
う
、
な
ど
と
い
っ
た
夢

を
み
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
想
も
な
く
因
も
な
い
た
め
な
の
だ
」
と
答
え
た
。

さ
て
、
そ
の
後
、
衛
琉
は
、
「
因
（
正
夢
）
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
日
も

考
え
続
け
た
が
、
答
え
は
得
ら
れ
ず
、
と
う
と
う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

直
配
は
そ
の
事
を
耳
に
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
車
を
用
意
さ
せ
て
出
か
け
、
衛
疏

の
た
め
に
そ
れ
を
解
き
あ
か
し
て
や
っ
た
。
撮
管
の
病
気
は
、
そ
こ
で
少
し
良

く
な
っ
た
。
楽
令
は
感
嘆
し
で
、
「
こ
の
子
の
胸
の
内
に
は
、
き
っ
と
膏
盲
の

病
な
ど
は
な
い
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た
。

 
以
上
が
、
現
存
の
宋
本
・
明
本
．
『
世
説
新
語
』
〈
文
学
篇
1
4
V
に
見
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
原
文
と
そ
の
解
釈
で
あ
る
が
、
ざ
き
の
、
藤
原
師
通
が
寛
治
六
年

十
一
月
九
日
に
、
「
夢
想
」
の
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
と
し
て
見
た
「
『

世
説
』
第
三
」
の
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は
、
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
 
『
後
二
条
師
通
志
』
の
そ
の
文
中
に
、
「
鼠
穴
に
車
に
乗
り
て
入
る
」
と

い
う
語
句
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

 
た
だ
、
藤
原
師
通
の
目
に
し
た
『
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
本
当
に
「
鼠

穴
乗
レ
車
入
」
 
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
．
現
存
の
宋
本
・
明
本
『
世
説
新

語
』
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
と
も
に
「
乗
レ
車
二
二
鼠
穴
こ
に
作

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
語
順
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
師
通
の
記
述
に
、
も

し
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
は
貴
重
な

資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
ま
た
、
「
『
世
説
」
第
三
」
と
あ
る
の
も
、
問
題
で
あ
る
ゆ
こ
の
「
第
三
」

と
は
、
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
テ
キ
ス
ト
の
巻
数
で
あ
ろ
う
か
、

篇
目
の
序
数
詞
で
あ
ろ
う
か
。
，
現
存
の
宋
本
『
世
説
新
語
』
 
（
前
田
家
尊
経
閣

蔵
本
）
を
見
る
と
、
上
・
中
・
下
の
三
巻
に
わ
か
れ
、
三
十
六
篇
目
か
ら
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
上
巻
は
、
「
徳
行
第
一
」
「
言
語
第
二
」
「
政
事
第
三
」

「
文
学
第
四
」
の
四
篇
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
、
「
文
学
篇
」

鳳
第
四
番
目
に
位
置
し
て
い
る
 
（
全
本
『
世
説
新
語
』
〈
四
部
叢
刊
所
収
・
．

二
藍
刊
本
V
も
、
上
・
中
・
下
の
三
巻
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
上
・
下
に
細
分
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
巻
上
・
上
巻
下
・
中
巻

上
・
中
巻
下
の
よ
う
に
。
篇
目
数
は
、
二
本
と
同
じ
く
三
十
六
、
上
巻
上
は
、

「
徳
行
」
 
「
言
語
」
、
上
巻
下
は
、
「
政
事
」
 
「
文
学
」
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
「
文
学
篇
」
の
位
置
は
、
や
は
り
第
四
番
目
で
あ
る
）
。
「
『
世
説
』
第

三
」
の
「
第
三
」
を
巻
…
数
と
考
え
た
場
合
に
も
、
あ
る
い
は
篇
目
の
序
数
詞

と
考
え
た
場
合
に
も
、
そ
れ
は
、
現
存
の
命
乞
・
臨
本
『
世
説
新
語
」
と
比
較

し
て
、
ま
こ
と
に
奇
妙
で
あ
る
。
．
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ち
な
み
に
南
宋
の
圧
藻
の
「
世
説
叙
録
』
に
は
、
『
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
、
巻
数
に
は
二
巻
本
・
三
巻
本
・
八
巻
本
・
十
巻
本
・
十
一
巻
本
な
ど

が
あ
っ
た
こ
と
、
篇
目
数
に
は
三
十
六
篇
…
二
二
十
八
篇
…
・
三
十
九
篇
の
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
馬
書
名
に
は
『
世
説
」
『
語
義
慶
世
説
』
『
世
説
新
書
』
『
世
説

新
語
』
と
呼
称
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、

師
通
の
目
に
し
た
『
世
説
』
は
、
現
存
の
宋
本
・
明
本
『
世
説
新
語
』
と
は
別

（14）



系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
現
存
最
古
の
唐
写
本
『
世
説
新

書
』
残
巻
は
、
十
一
巻
本
の
系
統
を
引
い
た
テ
キ
ス
ト
〈
八
木
沢
元
『
世
説
新

語
』
解
説
V
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
の
末
尾
に
は
、
「
世
説
新
書
巻

第
六
」
と
題
し
て
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
篇
目
の
序
数
詞
と
し
て
、
「
捷
二
恩
十

一
」
 
「
夙
慧
第
十
二
」
「
豪
爽
第
十
三
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
点
本
「
世

説
新
語
』
と
比
較
す
る
と
、
勿
論
、
そ
の
巻
数
は
、
「
巻
第
六
」
と
「
図
会
」

と
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
篇
目
の
序
数
詞
に
は
、
全
ぐ
異
同
が
見
ら
れ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

い
）
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
、
そ
の
「
『
世
説
』
第
三
」
の
「
第
三
」
と
は
、
唐

写
本
『
世
説
新
書
』
残
巻
の
体
裁
か
ら
想
像
し
て
、
巻
数
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
師
通
の
目
に
し
た
『
世
説
』
は
、
有
注
の
十
巻
本
「

世
説
』
か
、
有
注
の
十
一
巻
本
『
世
説
新
書
」
 
（
現
存
最
古
の
唐
写
本
瓦
町
と

同
系
統
の
も
の
。
略
称
し
て
『
世
説
』
と
言
っ
た
）
か
の
、
ど
ち
ら
か
の
系
統

の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
と
，
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
 
「
後
二
条
師
通
覧
』
の
寛
治
六
年
十
一
月
九
日
の
記
事

は
、
わ
が
平
安
朝
後
期
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
「
世
説
」
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
を

知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
今
、
こ
之
で
は
、
藤
原
師
通

が
『
世
説
』
を
直
接
に
目
に
し
た
と
い
う
、
そ
の
事
実
の
方
に
三
夕
し
て
い
こ

う
と
思
う
。
 
 
 
 
 
、

 
藤
原
師
通
と
い
え
ば
、
か
の
『
水
言
鋤
』
 
（
「
鼎
談
抄
』
」
）
の
大
江
匡
房
や

藤
原
実
兼
と
は
同
時
代
人
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
黒
房
と
は
師
弟
の
関
係
に
あ

っ
■
た
人
物
で
あ
る
。
山
房
か
ら
は
、
彼
は
し
ば
し
ば
「
後
漢
書
」
な
ど
を
学
ん

で
い
る
〈
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
四
年
十
二
月
九
日
の
記
事
な
ど
〉
。
多
芸

多
才
の
人
で
あ
り
、
漢
詩
・
漢
文
に
も
甚
だ
長
じ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
藤
原

師
通
が
、
 
『
世
説
』
を
目
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
「
「
世
説

平
安
朝
文
学
と
「
世
説
」

'
』
第
三
」
中
に
、
 
「
夢
想
」
の
記
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
て
、
そ
れ
を

確
認
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
師
通
は
、
日
ご
ろ
、

 
『
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
暗
記
す
る
ほ
ど
に
、
よ
く
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
『
世
説
』
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
よ
り
身

近
な
書
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
師
の
大
江
黒
房
な
ど
を

通
じ
て
、
 
「
世
説
」
に
は
日
頃
な
れ
親
し
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
師
通
が
友
実
の
も
と
か
ら
『
世
説
』
を
と
り
寄
せ
て
、
そ
れ
を
見
た

と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
友
実
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藤
原
友
実
の

こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
『
中
右
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
一
月
九
日
に
は
六
位
の
蔵
人
に
補
任
さ
れ
（
前
者
に

は
、
も
と
院
蔵
人
と
あ
る
）
、
「
七
二
条
師
通
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
永
長

元
年
（
一
〇
九
六
）
四
月
二
十
三
日
に
は
師
和
室
（
太
政
大
臣
・
藤
原
信
長

女
）
の
家
司
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
，
寛
治
六
年
十
一
月
九
日
の
時
点
に
、
な
お

彼
が
六
位
の
蔵
人
に
在
任
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
（
「
中
右

記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
．
寛
治
五
年
十
月
三
日
に
は
在
職
）
、
当
時
、
内
大
臣

で
あ
っ
た
師
通
は
、
と
に
か
く
、
彼
の
も
と
よ
り
「
世
説
』
を
と
り
寄
せ
て
い

・
る
の
で
あ
る
。

 
友
実
が
「
世
説
」
を
家
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
当
時
、

彼
が
な
お
六
位
の
，
蔵
人
に
在
職
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
彼
の
手
を
通
し

て
、
納
殿
の
『
世
説
』
を
師
通
が
借
覧
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
「
後

二
条
師
通
帳
』
に
は
、
ほ
か
に
も
、
 
「
外
記
局
の
記
の
中
、
天
徳
元
，
・
二
・

三
・
四
年
等
、
候
は
ず
、
云
々
。
友
実
の
許
に
、
外
記
の
文
書
の
随
ふ
由
（
よ

し
）
之
を
聞
く
」
〈
寛
治
六
年
十
月
八
日
V
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
ど
う
も

前
者
の
方
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
友
実
の
と
こ
ろ
に
は
、
 
「
世
説
』
や
「
外
記

（15）



、

日
記
』

．
，
つ
つ

な
ど
が
家
蔵
さ
れ
て
い
て
、
師
通
は
そ
れ
を
と
り
寄
せ
た
の
で
あ
ろ

 
ま
た
、
師
通
は
隔
学
問
的
に
も
友
実
を
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え

．
ば
、
彼
は
、
自
分
が
開
催
し
た
詩
会
の
序
文
を
友
実
に
作
ら
せ
て
い
る
く
『
後

顧
軍
師
通
記
』
寛
治
六
年
十
二
月
十
日
の
条
V
。
考
え
て
み
れ
ば
、
さ
き
に
述

・
べ
た
よ
う
に
、
後
に
、
友
実
を
彼
の
北
の
方
の
家
司
の
一
人
に
抜
擢
し
た
の

も
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

三

 
以
上
の
よ
う
な
具
体
例
に
よ
？
て
、
『
世
説
』
が
は
や
く
か
ら
わ
が
国
に
将

来
さ
れ
、
平
安
朝
を
通
じ
て
広
く
読
ま
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
ほ
ぼ
了
解
で
き
た

が
、
こ
う
し
た
直
接
的
な
読
ま
れ
方
の
外
に
、
も
う
一
つ
別
の
読
ま
れ
方
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
間
接
的
な
読
ま
れ
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
史
書

や
類
書
や
，
辞
書
を
通
し
て
『
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
方
法
で
あ
る
。

『
世
説
』
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
読
む
の
で
は
な
く
、
類
書
や
辞
書
を
通
し

て
、
間
接
的
に
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
世
説
』

の
読
ま
れ
方
も
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、
事
実
、
中
国
に
お
い
て
も
、
わ
が
平
安
朝

に
お
い
て
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
世
説
」
の
後
世
の
文
学
に
及
ぼ
し
た

影
響
を
考
え
る
場
合
、
と
り
わ
け
、
わ
が
平
安
朝
文
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考

え
る
場
合
、
そ
れ
は
決
し
て
無
視
さ
れ
る
ほ
ど
に
小
さ
な
存
在
で
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
「
い
や
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
『
世
説
」
の
間
接
的
な
読
ま
れ
方

の
ほ
う
が
、
直
接
的
な
そ
れ
よ
り
も
、
平
安
朝
文
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
は

る
か
に
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。

 
た
だ
し
、
わ
が
平
安
朝
に
お
い
て
、
 
「
世
説
』
が
ど
の
よ
う
に
間
接
的
に
読

ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
正
確
に
答
え
る
こ

と
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
、
調
査
す

る
対
象
と
し
て
の
、
つ
ま
り
、
『
世
説
」
を
引
用
し
て
い
る
史
書
や
類
書
や
辞

書
の
数
量
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
中
国
で
作
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
我
が
国

で
作
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
二
つ
、
そ
れ
ら
多
数
の
書
物
の
う
ち
、
平

安
朝
の
人
々
が
目
に
で
き
た
も
の
が
は
た
し
て
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。
そ

の
範
囲
を
確
定
し
に
ば
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
書

物
で
、
わ
が
平
安
朝
に
将
来
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
し
、
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も

あ
る
。
そ
の
三
つ
、
た
と
え
平
安
朝
の
人
々
が
目
に
で
き
た
書
物
で
あ
っ
て

も
、
例
え
ば
「
珊
玉
集
』
や
『
修
文
殿
御
覧
』
の
よ
う
に
、
今
日
で
は
下
書
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
四
つ
、
テ
キ
ス
．

ト
の
異
同
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
五
つ
、
そ
の
影
響
を
考
え
た
場
合
、
そ

れ
が
あ
く
ま
で
も
間
接
的
で
あ
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
そ
の
関
係
の
有
無
を

断
定
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
わ
が
平
安
朝
に
お
け
る
「
世
説
』
の
間
接

的
な
読
ま
れ
方
、
ま
た
、
そ
の
影
響
を
正
確
に
知
る
こ
ど
は
困
難
で
あ
る
が
、

以
下
に
そ
の
一
端
を
提
示
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

．
ま
ず
、
わ
が
平
安
朝
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
類
書
や
辞
書
の
中
に
、
 
『
世

説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い

（
な
お
、
わ
が
平
安
朝
の
『
採
決
外
典
砂
」
や
『
世
俗
諺
文
』
の
申
に
、
あ
る

い
は
、
中
国
に
お
い
て
作
成
き
れ
た
類
書
な
ど
の
中
に
、
『
世
説
』
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
、
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
に
は
、
古
田

敬
一
編
『
世
説
新
語
校
勘
表
』
が
便
利
で
あ
る
）
。
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む
 
 
む
 
 
む

 
○
世
説
日
、
、
石
崇
日
歩
障
四
十
里
。
〈
続
群
書
類
従
本
「
秘
府
略
』
巻
八
百

 
六
十
八
・
布
一
部
三
・
錦
〉

 
平
安
朝
前
期
の
人
・
滋
野
貞
主
（
七
八
五
一
八
五
二
）
が
淳
和
天
皇
の
天
長

八
年
（
八
三
一
）
に
勅
命
を
う
け
、
諸
儒
と
共
に
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
秘
府

略
』
 
（
も
と
一
千
巻
。
現
存
二
巻
の
み
）
に
も
、
「
世
説
に
曰
く
」
と
し
て
、

右
記
の
よ
う
に
『
世
説
』
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
秘
府
略
』
と
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

「
（
滋
野
貞
主
は
）
天
長
八
年
、
勅
に
よ
り
諸
儒
と
古
今
の
文
書
を
撰
集
す
。

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

類
を
以
て
相
即
へ
、
凡
そ
一
千
巻
有
り
。
秘
府
略
と
名
づ
く
」
〈
『
文
徳
実
録

』
仁
寿
二
年
二
月
八
日
の
条
V
と
あ
る
よ
う
に
、
盲
今
の
多
数
の
書
物
中
の
事

項
や
語
句
を
分
類
編
集
し
て
調
べ
や
す
く
し
た
書
物
、
い
わ
ゆ
る
類
書
な
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
わ
が
国
最
古
の
類
書
で
あ
り
、
も
ど
一
千
巻
あ
っ
た
と
い
う

が
、
現
在
は
そ
の
一
巻
二
巻
（
巻
八
百
六
十
四
・
百
穀
部
・
中
と
巻
八
百
六
十

八
・
布
吊
部
・
三
）
が
伝
存
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、
こ
れ
だ
け

で
、
も
と
め
完
全
な
『
秘
府
略
』
の
姿
を
想
嫁
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い

が
、
そ
の
残
巻
の
中
に
『
世
説
」
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

る
必
要
は
あ
る
。
撰
者
が
目
に
し
た
と
言
わ
れ
る
「
古
今
の
文
書
」
の
中
に
『

世
説
』
も
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
く
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
空

海
は
、
こ
れ
よ
り
お
よ
そ
二
十
年
前
、
確
か
に
、
『
世
説
」
を
目
に
し
て
い
る
）
。

 
○
王
君
夫
（
王
燈
）
は
給
編
（
い
ひ
・
乾
飯
）
を
以
て
釜
を
漢
（
あ
た
た
）

 
め
．
石
弓
倫
（
石
弓
）
は
蝋
燭
を
用
て
炊
を
作
（
な
）
す
。
君
夫
な
紫
糸
布
の

 
歩
障
碧
綾
裏
（
み
ど
り
色
の
綾
で
裏
う
ち
し
た
紫
色
の
布
の
慢
幕
、
四
＋
里
を

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
び
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
作
り
、
石
弓
は
錦
の
三
障
五
十
里
を
作
り
（
石
旧
作
二
三
歩
障
五
十
里
一
）
、

 
以
て
之
に
敵
す
。
石
は
椒
（
山
椒
）
を
以
て
泥
、
（
壁
を
ぬ
る
こ
と
）
を
為

平
安
朝
文
学
-
と
『
世
説
』

、

 
し
、
王
は
赤
石
脂
を
以
て
壁
に
卸
す
〈
『
世
説
新
語
』
汰
修
篇
4
＞
。

 
右
の
一
文
が
、
現
存
の
宋
本
（
明
本
も
同
じ
）
『
世
説
新
語
』
に
見
ら
れ
る

石
弓
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
原
文
で
あ
る
。
石
崇
が
王
燈
と
そ
の
贅
沢
ぶ
り
を
競
っ
，

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
さ
き
の
『
秘
府
略
」
所
引
の
「
世
説
』
の
引
用
部
分
・

ど
見
比
べ
る
と
、
少
し
く
異
同
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
四
十
里
」
が
「
五

十
里
」
に
な
っ
て
い
る
（
王
榿
の
方
が
四
十
里
で
あ
る
）
。
滋
野
六
一
の
目
に

し
た
『
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
 
「
四
十
里
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
、
彼
の
単
な
る
見
間
違
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
は
た
ま

た
、
彼
は
『
世
説
』
を
偵
接
に
目
に
し
て
こ
れ
を
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
先

行
の
中
国
の
類
書
、
例
え
ば
「
修
文
殿
御
覧
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
「

を
孫
引
き
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・

 
や
は
り
、
滋
野
貞
主
の
単
な
る
見
間
違
い
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
ど
う

も
、
 
『
世
説
」
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
異
同
が
あ
っ
た
ち
し
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
申
国
の
現
存
の
類
書
の
申
に
も
こ
の
「
世

説
』
の
石
崇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
引
か
れ
て
お
り
、
も
の
に
よ
っ
て
、
「

四
十
里
」
と
し
、
「
五
十
里
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 
旨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
○
世
説
、
石
崇
万
歩
郵
四
十
里
く
「
芸
文
類
聚
」
巻
八
十
五
・
布
吊
部
・

 
錦
V
。

 
○
錦
歩
障
五
十
里
。
世
説
云
、
王
君
夫
作
二
糸
歩
障
経
裏
四
十
里
｝
、
石
季

 
 
 
 
む
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
倫
作
二
錦
歩
障
五
十
里
一
、
以
敵
レ
之
く
「
北
堂
書
砂
』
巻
百
三
十
二
・
歩
障

 
十
三
V
。

 
 
 
 
 
 
 
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む

 
○
歩
障
。
世
説
、
石
崇
錦
歩
障
四
十
里
く
「
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
・
錦

 
第
⊥
ハ
十
三
冒
V
。

 
○
（
世
説
）
三
日
、
王
君
夫
以
二
胎
補
【
漢
釜
・
、
石
季
倫
以
レ
蝋
炊
。
君
夫

（！7）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
作
二
糸
布
三
障
四
十
里
一
、
崇
三
二
錦
歩
障
五
十
里
「
。
石
以
レ
椒
為
レ
泥
泥
レ

 
屏
、
王
以
下
赤
石
脂
一
曹
レ
壁
く
『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
七
十
二
・
人
事
部
百

 
十
三
・
富
下
V
。
 
 
．
 
 
 
-
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
0
世
説
日
、
石
崇
錦
陰
野
四
十
里
く
同
上
・
巻
八
百
十
五
・
布
畠
三
二
・

 
錦
V
。

 
例
え
ば
、
 
『
太
平
御
覧
』
な
ど
で
は
、
右
記
の
よ
う
に
巻
数
に
よ
っ
て
、

「
五
十
里
」
と
し
、
「
四
十
里
」
と
し
て
い
る
。
「
ど
う
も
、
「
世
説
』
の
テ
キ

ス
ト
そ
の
も
の
に
異
同
が
あ
り
、
あ
る
も
の
は
「
四
十
里
」
に
作
り
、
あ
る
も

の
は
「
五
十
里
」
に
作
っ
て
い
た
ら
し
い
。

 
な
お
、
『
善
書
』
〈
巻
三
十
三
・
石
崇
伝
〉
に
は
、

 
○
慨
以
レ
給
漢
レ
釜
、
崇
以
レ
蝋
代
レ
薪
。
榿
作
配
紫
糸
布
歩
障
四
十
里
一
、
崇

 
 
 
 
 
ア
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

 
作
二
錦
三
障
五
十
里
「
、
以
敵
レ
之
。
崇
塗
レ
屋
以
レ
椒
、
憬
用
二
赤
石
脂
一
。
．
崇
・

 
榿
争
レ
豪
如
レ
此
。

 
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
、
 
「
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
な
が
ら
は
っ
き

り
と
「
五
十
里
」
に
作
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
滋
野
三
主
は
、
今
日
伝
存
す
る
宋
本
『
世
説
新
語
」
と
は
別
系
統
の
、
「
四
十

里
」
に
作
る
『
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト
を
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

直
接
に
『
世
説
』
を
目
に
し
た
の
で
は
な
く
、
先
行
の
中
国
の
類
書
か
ら
孫
引

き
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
に
は
、
「
四
十
里
、

」
に
作
る
「
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
『
秘
府
略

』
の
引
用
の
仕
方
が
、
『
芸
文
類
聚
』
・
『
白
酒
六
帖
事
類
集
』
な
ど
の
そ
れ
と

同
一
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
引
用
の
仕
方
な
ど
か
ら
も
、
例
え
ば
、
『
修
文
殿

御
覧
』
〈
今
日
、
秩
書
。
わ
が
平
安
朝
に
は
早
く
か
ら
将
来
さ
れ
、
『
日
本
国

見
葉
書
目
録
』
に
も
そ
の
名
を
記
す
。
宋
の
『
太
平
御
覧
』
の
祖
本
と
さ
れ

る
V
な
ど
の
類
書
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
可
能
性
は
確
か
に
強
い
）
。

 
 
 
 
 
 
 
、
四
「

 
次
ぎ
に
、
一
「
和
名
類
聚
抄
』
に
引
か
れ
た
「
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
て

み
よ
う
と
思
う
。
『
和
名
抄
』
は
わ
が
平
安
朝
中
期
・
朱
雀
天
皇
の
承
平
年
間

（
九
三
一
-
九
三
七
）
に
源
順
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
辞
典
で
あ
る
が
、
こ
の

中
に
も
、
『
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

 
○
辺
鄙
。
世
説
注
云
、
東
野
之
鄙
語
也
く
巻
一
・
人
倫
部
第
二
・
男
女
類

 
七
。
な
お
、
二
十
巻
本
に
は
こ
の
条
な
し
V
。

 
○
楡
児
。
世
説
云
、
園
中
夜
叫
云
、
有
二
三
児
「
〈
同
上
。
な
お
、
十
巻
本
に

 
は
こ
の
条
な
し
V
。

 
○
継
父
母
。
世
説
云
、
諸
葛
宏
為
二
継
母
族
党
所
7
譲
。
又
云
、
王
祥
事
二
後

 
母
一
甚
謹
〈
巻
一
・
人
倫
部
第
二
・
父
母
類
題
。
な
お
、
十
巻
本
に
は
こ
の

 
条
な
し
〉
。

 
○
弾
棋
。
世
説
云
、
弾
棋
始
レ
自
二
魏
宮
一
、
文
帝
三
二
此
技
一
毫
好
 
〈
巻

 
二
・
術
芸
部
第
五
・
雑
芸
類
二
十
五
V
。

 
○
布
衣
袴
。
世
説
云
、
着
二
青
布
袴
一
〈
巻
上
・
装
東
部
第
十
・
衣
服
類
四

 
十
五
〉
。

 
以
上
の
五
項
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
た
だ
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
多
少
の
異
同

が
認
め
ら
れ
る
（
『
和
名
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の

二
種
類
が
あ
り
、
前
者
の
方
が
よ
り
原
形
に
近
い
と
さ
れ
る
）
。
例
え
ば
、
最

初
の
「
辺
鄙
」
の
項
の
「
世
説
注
云
」
以
下
の
語
句
は
、
十
巻
本
の
テ
キ
ス
ト

に
見
え
る
だ
け
で
、
、
二
十
巻
本
の
「
そ
れ
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
次
の
「
楡

児
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
と
、
「
継
父
母
」
の
項
の
「
世
説
云
」

以
下
の
語
句
は
、
二
十
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
だ
け
で
、
十
巻
本
の
そ
れ

に
は
見
え
な
い
（
な
お
、
「
弾
棋
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
と
、
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「
布
衣
袴
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
は
、
，
両
方
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え

る
）
。

 
最
初
の
、
「
辺
鄙
」
の
項
の
「
世
説
注
云
」
以
下
の
語
句
は
、
現
存
の
翠
煙
の
「

世
説
新
語
』
△
言
語
篇
6
の
原
注
〉
で
は
、
「
案
ず
る
に
、
（
陳
）
富
の
郷
里
に

在
る
や
、
 
（
中
略
）
量
に
盛
徳
の
人
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
斯
（
か
く
）
の
如
き

の
甚
だ
し
く
、
而
も
自
ら
衛
（
ま
も
）
れ
ず
、
反
っ
て
刑
辟
（
刑
罰
）
を
招
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

こ
と
有
ら
ん
や
。
殆
ど
然
ら
ざ
る
か
。
此
れ
所
謂
（
い
は
ゆ
る
）
東
野
の
言
の

む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む

み
（
此
所
謂
東
野
通
言
耳
）
」
に
作
っ
て
い
る
。
．
こ
れ
は
、
劉
孝
標
が
、
『

世
説
』
の
本
文
の
非
現
実
性
を
直
接
に
非
難
し
て
、
「
東
野
早
言
」
 
（
お
ろ
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

で
信
ず
る
に
足
り
な
い
妄
説
の
た
と
え
。
「
此
れ
君
子
の
言
に
非
ず
、
斉
東
野

'
人
の
語
な
り
」
〈
『
孟
子
』
万
章
章
句
篇
上
V
が
出
典
・
露
国
の
東
の
田
舎
者

の
言
葉
の
意
）
，
に
す
ぎ
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
 
『
和
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

抄
』
所
引
の
よ
う
に
「
東
野
之
鄙
語
也
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

 
ま
ず
、
こ
の
両
者
の
語
句
の
異
同
が
注
目
ざ
れ
る
。
源
順
が
目
に
し
た
『
世

説
』
の
テ
キ
ス
ト
（
も
し
、
孫
引
き
だ
と
す
る
と
、
そ
の
所
引
の
『
世
説
』
）

に
は
、
 
「
東
野
之
鄙
語
也
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
蓋
置

が
『
世
説
』
か
ら
直
接
に
引
用
す
る
際
に
、
「
辺
鄙
」
と
い
う
項
目
を
意
識
し

て
、
「
言
耳
」
を
「
鄙
語
也
」
に
書
き
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
恐
ら
く
後
者

で
あ
ろ
う
。

 
な
ぜ
な
ら
、
『
和
名
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
よ
り
原
形
に
近
い
と
さ
れ

る
十
巻
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
世
説
注
云
」
以
下
の
語
句
が
、
蕾
め
増

補
本
と
さ
れ
る
二
十
巻
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
，
る
。
「
辺
鄙
し
の

項
の
出
典
と
し
で
は
、
「
東
野
之
言
耳
」
と
い
う
語
句
が
不
適
当
だ
と
考
え
ら

れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
の
も
し
も
、
朝
里
が
目
に
し
た
『
世
説
』
の
テ
キ
ス
ト
（

平
安
．
朝
文
学
と
『
世
説
』

孫
引
き
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
忌
引
の
「
世
説
』
）
に
、
「
東
野
之
鄙
語
也
」
と

あ
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
後
世
に
も
伝
え
ら
れ
て
，
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
二
十

巻
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
う
は
ず
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
む

 
次
に
、
「
世
説
注
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
世
説
』
の
原
注
が
こ
こ
に
引
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
 
『
和
名
抄
』
の
中
に
『
世
説
』
の

原
注
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
項
だ
け
で
あ
る
が
（
そ
れ
も
十
巻
本
の
テ
剣

キ
ス
ト
の
み
）
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
『
世
説
』
が
、
本
文
だ
け
で
は
な
く

原
注
も
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
は
、
『
和
名
抄
』
の
中
の
『
世
説
』
の
引
用
が
、
先
行
の
類
書
な
ど
か

ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、
直
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま

り
、
耳
順
は
直
接
に
「
世
説
』
を
目
に
し
て
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

・
う
意
見
を
強
力
に
弁
護
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

 
二
番
目
の
「
楡
児
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
と
、
三
番
目
の
「
継

父
母
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二

十
巻
本
の
「
和
名
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
中
に
見
え
る
だ
け
で
、
十
巻
本
の
そ
れ
に

は
見
え
な
い
。
後
の
増
補
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
の

宋
本
『
世
説
新
語
』
で
は
、
前
者
は
「
仮
葺
篇
1
」
の
本
文
中
に
、
ま
た
、
後

者
は
「
職
免
篇
1
」
と
「
徳
行
篇
1
4
」
の
本
文
中
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

 
○
魏
七
洋
（
わ
か
）
き
時
、
嘗
て
嚢
紹
と
好
み
て
乱
闘
を
為
す
。
人
の
新
た

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
に
志
す
る
を
観
、
因
り
て
潜
（
ひ
そ
）
か
に
主
人
の
拝
討
に
入
り
、
夜
に
叫

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
呼
し
て
云
ふ
、
「
老
害
賊
有
り
」
と
（
因
潜
入
二
主
人
巽
中
一
、
夜
潜
戸
云
、

 
む
 
 
 
む
 
 
む

 
有
二
愉
児
島
「
）
。
 
（
後
略
）
〈
『
世
説
新
語
』
童
謡
篇
1
＞
。

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

。
○
諸
葛
宏
（
宏
は
、
宏
と
音
通
）
は
西
朝
に
在
り
て
、
少
く
し
て
乱
雑
有
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，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
り
、
王
目
黒
の
重
ん
ず
る
所
と
為
る
。
時
論
も
亦
以
て
王
に
擬
す
。
後
に
継

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む

 
母
の
族
党
の
聾
す
る
所
と
為
り
（
後
為
二
継
母
族
党
所
7
読
）
、
之
を
誕
し
て

 
狂
逆
と
為
し
、
将
に
遠
く
徒
（
う
つ
）
さ
ん
と
す
。
 
（
後
略
）
〈
同
上
瀦
免

 
篇
1
V
。

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

 
σ
王
祥
は
後
母
の
朱
夫
人
に
事
ふ
る
こ
と
甚
だ
謹
め
り
（
王
祥
事
二
空
母
朱

 
 
 
 
む
 
 
む

 
夫
人
一
業
謹
）
。
 
（
後
略
）
〈
同
上
徳
行
篇
1
4
V
。

 
こ
れ
ら
を
見
比
べ
る
と
、
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「

世
説
云
」
以
下
の
語
句
が
、
い
か
に
断
片
的
で
あ
り
、
い
か
に
任
意
的
で
あ
る

か
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
ゴ
三
児
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
に
は
、

『
世
説
新
語
」
の
本
文
の
文
意
を
無
視
し
て
、
一
文
の
途
中
の
「
園
中
」
か
ら

任
意
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
 
「
呼
」
 
「
賊
」
の
二
字
が
欠
落
し
て
い

る
。
「
継
父
母
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
に
は
、
「
在
二
西
朝
一
」
か

ら
「
擬
レ
王
」
ま
で
の
長
文
が
見
え
ず
、
．
「
後
」
「
朱
夫
人
」
の
四
字
が
欠
落

し
て
い
る
（
二
十
巻
本
『
和
名
抄
」
の
編
者
の
目
に
し
た
『
世
説
」
の
テ
キ
ス

ト
に
、
も
と
も
と
そ
う
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
）
。

 
勿
論
、
『
和
名
抄
」
と
い
う
辞
典
の
編
纂
者
に
と
っ
て
は
、
『
世
説
」
，
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
面
白
さ
な
ど
よ
り
は
、
そ
れ
を
出
典
と
す
る
語
句
を
明
示
す
る
こ

と
の
方
が
ば
る
か
に
緊
急
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
、
あ
る
意
味

で
、
『
和
名
抄
』
所
引
の
『
世
説
」
の
語
句
が
断
片
的
で
あ
り
、
任
意
的
で
あ

る
の
は
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
断
片
的
．
・
任
意
的

で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
二
十
巻
本
『
和
名
抄
』
に
見
ら
れ
る
『
世
説
」
引
用
の

態
度
は
、
さ
き
の
十
巻
本
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
忠
実
で
あ
る
と
言
え
よ
．

う
。
欠
字
や
脱
文
は
あ
る
が
、
宋
本
『
世
説
新
語
」
の
本
文
と
比
較
し
て
、
そ
，

れ
ほ
ど
増
字
や
字
句
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
，

 
四
番
目
の
「
弾
棋
」
の
項
の
「
世
説
云
」
．
以
下
の
語
句
と
五
番
目
の
「
布
衣

袴
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
十
巻
本

と
二
十
巻
本
の
両
方
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
。
現
存
の
宋
本
『
世
説
新
語
』
で

は
、
前
者
は
h
巧
芸
篇
1
」
の
本
文
中
に
、
ま
た
、
後
者
は
「
徳
行
篇
3
3
」
の

本
文
中
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
○
弾
棊
は
魏
の
宮
内
に
、
淋
奮
（
し
ゃ
う
れ
ん
・
化
粧
箱
）
を
用
ひ
て
戯

 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

 
る
る
よ
り
始
ま
る
。
文
帝
は
此
の
戯
に
於
い
て
特
に
妙
な
り
（
弾
棊
始
レ
自
下

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

 
魏
宮
内
、
用
二
恩
窟
一
戯
上
。
五
帝
百
日
此
戯
一
特
妙
）
。
 
（
後
略
）
〈
『
世
説

 
新
語
』
巧
妙
篇
1
V
。

 
○
謝
変
の
刻
（
せ
ん
）
の
令
と
作
（
な
）
る
や
、
（
中
略
）
大
野
マ
は
時
に
年

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
七
、
八
歳
、
青
布
綺
を
箸
（
つ
）
け
、
兄
の
膝
辺
に
在
り
て
坐
す
（
太
捕
寸
時

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
年
七
八
歳
、
箸
二
青
布
面
一
拳
二
二
膏
土
一
坐
）
。
 
（
後
略
）
〈
同
上
徳
行
篇

 
3
3
V
。

 
こ
れ
ら
を
見
比
べ
る
と
、
『
和
名
抄
』
中
の
『
世
説
』
引
用
の
態
度
が
、
や

は
り
断
片
的
・
任
意
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
の
「
弾
棊
」
の
エ
ピ
ソ
，

ー
ド
を
引
用
す
る
場
合
に
も
、
『
和
名
抄
』
で
は
、
本
文
の
文
意
を
無
視
し

て
、
「
内
、
用
二
駄
禽
一
斗
」
の
五
字
を
落
と
し
、
‘
任
意
に
引
用
し
て
い
る
（
た

だ
、
そ
の
範
囲
で
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
し
て
あ
喝
）
。

 
例
え
ば
、
こ
の
「
弾
棊
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
現
存
の
中
国
の
類
書
な
ど
に

も
多
く
「
世
説
』
所
引
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
和
名
抄
』
の
そ
れ
と

比
べ
'
る
と
、
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

 
○
世
説
日
、
弾
棊
始
レ
包
隠
魏
宮
内
、
装
命
戯
一
也
。
文
帝
号
二
此
技
一
亦
特

 
好
。
 
（
後
略
）
〈
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
四
・
巧
黒
部
・
弾
棊
〉
。

 
○
善
日
、
世
説
日
、
弾
碁
出
自
魏
宮
内
一
、
帝
以
二
巾
角
一
払
二
碁
子
一
也
く
『
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愚

 
文
選
』
巻
四
十
二
・
書
中
・
魏
文
帝
「
与
二
梁
朝
歌
令
呉
質
一
書
」
の
李
善

 
注
V
。

、
○
世
説
云
、
弾
棊
起
レ
自
二
魏
室
、
粧
食
戯
一
也
〈
『
身
上
雑
姐
続
集
」
巻

 
四
・
疑
誤
〉
。

 
○
世
説
云
、
，
弾
碁
者
始
レ
自
二
魏
宮
内
、
耳
食
戯
［
説
く
「
弘
決
外
典
紗
』

 
弾
碁
の
注
V
。

㌦
○
弾
棊
魏
宮
内
、
用
二
装
棊
一
髪
也
。
文
二
身
レ
之
特
妙
。
 
（
中
略
）
出
二
世

 
説
一
〈
「
太
平
広
記
』
巻
二
百
二
十
八
・
博
戯
・
弾
棊
・
魏
高
野
〉
。

 
○
〈
世
説
）
又
日
、
、
弾
碁
始
レ
自
在
魏
文
民
宮
内
、
装
寸
毫
｝
也
ρ
文
鮭
缶
二
此

 
三
一
特
妙
。
（
後
略
Y
〈
「
太
平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
五
・
工
芸
部
・
弾
碁
〉
。

，
前
の
三
つ
は
、
時
代
的
に
は
「
和
名
抄
』
よ
り
も
先
行
す
る
も
の
、
後
の
三

つ
は
、
そ
れ
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
現
存
の
類
書
な
ど
に
引

用
ざ
れ
て
い
る
「
弾
棊
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
『
文
選
」
李
善
壷
中
の
も
の

を
除
い
て
、
「
装
（
粧
）
窟
（
器
・
棊
）
戯
也
」
の
四
字
が
入
っ
て
お
り
沸
そ

れ
ち
が
宋
本
「
世
説
新
語
』
の
語
順
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
和
名

抄
』
が
こ
れ
ら
の
四
字
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
「
世
説
」
本
文
の
文
意

を
無
視
し
て
任
意
に
引
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
言
え

ば
、
源
順
は
、
孫
引
き
で
は
な
く
、
直
接
に
「
世
説
』
を
目
に
し
て
こ
れ
を
引

用
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
の
可
能
性
を
強
め
る
。

 
現
存
の
も
の
に
限
っ
て
言
う
と
、
も
し
も
、
源
順
が
直
接
に
「
世
説
』
を
目

に
し
て
こ
の
「
弾
棊
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
先
行
の
類

書
な
ど
か
ら
孫
引
き
し
た
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
馬
 
『
芸
文
類
聚
』
 
「
文
選
」

「
聖
業
雑
姐
続
集
』
な
ど
が
困
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
後
の
二
つ
に
は
、
後
半
の
「
文
帝
…
…
」
の
部
分
が
と
も
に
見

平
安
朝
文
学
と
「
『
世
説
』

え
ず
、
源
順
が
そ
れ
ら
か
ら
孫
引
き
し
た
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
考
え
ら
れ

な
い
。
 
『
芸
文
類
聚
』
だ
け
が
、
現
存
の
も
の
と
し
て
は
、
唯
一
そ
の
可
能
性

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
確
か
に
、
ご
の
「
弾
棊
」
の
エ
ピ
ゾ
ー
ド
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
 
『
芸
文
類

聚
」
と
『
和
名
抄
』
の
引
用
の
仕
方
は
近
似
し
て
い
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
「
内
、
装
窟
戯
也
」
の
五
字
が
後
者
に
は
欠
落
し
て
い
る
が
．
用
字
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

点
な
ど
で
は
、
豆
本
「
世
説
新
語
」
な
ど
よ
り
も
近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
○
弾
棋
始
レ
自
二
魏
宮
一
、
文
帝
於
利
回
技
一
二
好
 
〈
『
和
名
抄
」
〉
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
○
弾
棊
始
レ
二
二
魏
宮
内
、
装
窟
戯
一
也
。
書
留
於
二
瀬
技
一
言
長
円
。
（
後
略
）

 
〈
『
芸
文
類
聚
」
V
。

 
○
弾
棊
始
レ
石
下
魏
宮
内
、
用
二
重
二
一
戯
上
。
文
詩
語
二
此
戯
一
特
妙
。
（
後
略
）

 
〈
「
世
説
新
語
」
V
。

 
と
く
に
後
半
部
の
用
字
が
、
前
の
二
者
で
は
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

、
「
技
」
「
亦
」
「
好
」
の
三
字
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
で
あ
る
（
な
お
、
 
『
弘
決
外
典
紗
』
は
、
わ
が
平
安
朝
中
期
の
具
平
親
王
の

撰
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
『
世
説
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
和

名
抄
』
と
の
影
響
関
係
は
、
こ
の
「
国
里
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す
る
か
ぎ
り

は
認
め
ら
れ
な
い
。
『
弘
決
外
典
砂
』
引
用
の
『
世
説
」
に
は
、
『
和
名
抄
』

引
用
の
も
の
に
は
な
か
っ
た
「
宮
、
装
奮
戯
也
」
の
五
字
が
入
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
）
。

 
五
番
目
の
「
布
衣
袴
」
の
項
の
「
世
説
云
」
以
下
の
語
句
は
、
と
り
わ
け
断

片
的
・
任
意
的
で
あ
る
。
い
か
に
も
「
和
名
抄
』
ら
し
い
。
辞
典
と
し
て
、
た

だ
語
句
の
出
典
を
明
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
用
字
か
ら
見
る
と
、
「
太
平

御
覧
」
〈
巻
五
百
十
六
、
・
宗
親
部
・
兄
弟
下
V
所
引
の
『
世
説
』
に
は
、
「
（
前
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む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

略
）
太
哺
寸
時
年
七
八
歳
、
着
二
青
布
袴
一
、
在
二
兄
膝
辺
一
坐
。
 
（
後
略
）
」
と
あ

り
、
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
着
と
袴
と
が
同
一
）
。
し
か

．
し
、
成
立
年
代
か
ら
し
て
源
順
が
そ
れ
を
目
に
し
た
は
ず
は
な
い
か
ら
（
あ
る

い
は
、
 
『
太
平
御
覧
』
の
祖
本
と
さ
れ
る
「
修
文
殿
御
覧
』
〈
回
書
V
な
ど
に

そ
う
あ
っ
て
、
そ
れ
を
目
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
）
、
い
ま
の
と
こ
ろ
未
詳
と

い
う
ほ
か
億
な
い
。
．

 
と
に
か
く
、
か
な
り
断
片
的
・
任
意
的
で
は
あ
る
が
、
『
和
名
抄
」
の
中
に

も
『
世
説
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
編
纂
者
の
源
順

は
、
本
文
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
原
注
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
引
用
態

．
度
・
方
法
か
ら
、
恐
ら
く
『
世
説
」
を
直
接
に
目
に
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
ろ

》
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
八
一
・
九
、
二
四
幽
・
未
完
）

（22）


